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す
る
と
考

へ
ら
れ
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問
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澄
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と
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篠

第

六

雛

四
二
六

二
四

1
歩
進
凡

で
慮
新
時
代
に
入
れ
ば
､
新
地
を
中
心
に
栗
か
､

安
浦
路
も
従
っ
て
低
率
の
地
に
聴
蓮
す
る
が
.
本
地
域

は
於

ても
先
史
時
代
の
遺
蹟
と
王
朝
時
代
の
和
名
抄
'
妊
寄
式
に
覗
は
る
る
領
域
と
は
略
々

一
致
す
る
｡
荘
園
時
代

及
び
封
建
時
代
初
期
に
放
て
79
同
じ
-
､
各
河
川
の
流
域
又
は
梅
岸
の
沖
積
地
帯
に
居
任
し
､
豪
族
は
耕
地
を
中
心

に
制
接
し
た
｡
島
津
氏
の
外
城
も
概
ね
共
等
の
要
地
を
共
棲
踏
襲
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
｡

薩
藩
餌
に
於
け
る
先
史
時
代
遺
政
の
撃
締
約
は
踏
査
rb
れ
た
る
は
此
蛭
的
敢
近
ほ
属
し
'
未
だ
完
重
な
る
研
究
行

旦
且
ら
ず
'
今
後
に
待
つ
も
の
多

き
と
す
る
も
､
社
務
磯
見
せ
ら
れ
た
遺
政
の
分
布
よ
白
推
せ
ば
､
先
史
時
代
ア
イ

ス
式
純
紋
土
器
は
出
水
山
脈
酉
北
源
岸
地
帯
､
塩
見
島
樽
階
段
地
帯
に
臨
む
洪
積
層
及
び
鹿
屋
轟
地
に
現
は
れ
､
精

々
進
み
た
る
滞
珪
式
土
器
は
丘
陵
横
谷
海
岸
よ
-
出
で
‡
刈
川
を
中
心
と
す
る
沖
積
層
地
昔
は
向
つ
て
著
し
-
発
展

L
P
肝
属
平
野
に
於
.tJ
政
も
多
-
p
放
免
島
固
沿
岸
､
川
内
川
'
常
瀬
川
流
域
及
び
出
水
平
野
に
栄
落
せ
る
を
見
る

我
大
和
比
族
畿
肺
の
帥
話
時
代
に
放
け
る
遺
朗
は
撃
放
置
々
と
し
で
何
れ
と
も
定
め
難

さ
79
此
時
代
を
表
徴
す
る
古

墳
に
立
脚
し
.て
諭
ず
れ
ば
､
大
和
民
族
系
と
知
ら
れ
る
も
の
は
'
肝
属
沖
積
平
野
よ
-
閥
日
向
は
及
ぶ
古
墳
群
で
'

鞘
々
新
し

さ
も
の
は
出
水
'
川
内
地
方
か
ら
川
内
川
を
柳
-
て
大
日
地
方
よ
わ
宮
崎
豚
術
語
賑
郡
の
断
暦
地
昔
は
見

ら
れ
る
｡

王
朝
時
代
注
入
つ
は
熊
襲
､
隼
人
族
の
居
住
地
で
あ
ら
､
園
造
本
紀
に
依
れ
ば
仁
徳
庫
の
朝
に
閲
造
を
置

い
て
此

等
の
内
患
を
収
め
し
め
給
以
p
大
賢
令
に
依
れ
ば
大
隅
囲
桑
原
園
を
置

い
て
此
地
の
鎮
と
し
､
天
平
十
三
年
ほ
は
薩

Cl

摩
周
分
寺
を
薩
摩
囲
兼
水
引
村
宮
内
は
､
大
隅
囲
分
寺

を
姶
良
郡
囲
分
町
上
小
川
は
僚
か
れ
ね
と
言
は
る
｡
又
他
陶

に
遅
1々
て
桓
武
碑
の
延
暦
十
九
年
､
薩
摩
､
大
隅
師
岡
可
姓
の
塾
附
を
収
め
､
初
め
て
口
分
を
授
け
､
班
田
の
制
を



施

F
J隼
人
族
漸
-
王
化
に
服
せ
る
む
見
る
｡
本
地
城
に
於
け
る
社
時
の
耶
郷
の
配
置
は
和
名
抄
に
載
せ
る
朗
､
薩
摩

川

閲
十
三
郡
三
十
五
ケ
郷
､
大
隅
囲
八
郡
三
十
七
ケ
郷
､
日
向
閥

一
郡
六
ケ
郷
を
数

へ
て
ゐ
る
｡
薩
隅
日
の
三
ケ
図
㌧

古
来
基
院
と
娠
す
る
も
の
が
多
-
.
va
久
八
年
園
田
帳
に
依
れ
ば
､
山
門
'
黄
浦
､
入
水
'
郎
答
'
牛
尿
､
硝
豪
､

伊
基
.
市
雑
､
知
異

給
紫
等
の
譜
院
は
薩
摩
に
､
滞
空

富
田
.
横
川
'
栗
野
､
小
河
､
探
川
､
財
部
､鹿
屋
､串

良
､
繭
鹿
等
の
渚
院
は
大
隅
に
二

二
俣
､
島
津
､
異
韓
､
穆
位
､
救
仁
等
の
諸
院
は
日
向
の
諮
膳
郡
は
在
る
､
桓
武

神
妊
麿
の
洞
に
､
問
を
以
て
郡
を
統
べ
､
郡
を
以
て
郷
を
統
べ
'
郷
を
以
て
村
を
統
べ
る
は
常
時
の
行
政
組
織
で
あ

る
が
'
地
勢
に
依
-
郡
数
分
っ
て
院
藍

醗
け
､
其
中
心
地
に
倉
院
を
建

V'
百
姓
の
納
税
に
健
在
ら
し
む
と
あ
る
｡

瓜
ふ
け
薩
隅
旦
ニ
ケ
閲
特
に
院
多
き
は
藩
ら
退
陣
の
地
に
催
し
て
郡
郷
の
多
-
山
河
に
跨
る
故
を
以
て
L
Y
倉
院
は

必
ず
や
交
通
路
の
要
地
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
'
今
は
院
名
の
み
遭
っ
て
'
地
域
の
大
略
を
窺
ふ
外
､
倉
院

の
位
群
数
知
る
ほ
由
無

さ
は
泉
に
遺
憾
で
あ
る
｡
和
名
抄
に
院
名
無
-
､
建
久
間
口
帳
に
在
か
p
凡
そ
院
の
時
代
を

想
像
し
狩
る
と
は

ふ

o
而
し
て
此
等
の
郷
名
､
院
名
は
順
々
｢撃

の
偉
帯
に

一
致
す

る
｡
常
時
の
交
通
路
は
延
蕃
式

M

兵
部
省
に
載
ぐ
る
所
'
之
亦
考
証
の
結
果
は
晴
々
現
在
の
囲
斯
道
と

一
致
し
て
ゐ
る
｡

S島

津
症
は
琴

讐

一年
大
事
大
監
平
準
基
が
之
を
開

い
ね
が
､
祉
久
固
相
帳
に
依
れ
ば
､薩
隅
旦

ニ
ケ
間
組
附

山
五
'

〇
九
二
町
二
段
の
中
'
寺
軍

配
甲

種
門
領
合
計
六
､
六
五
五
町

一
段
､
公
領
三
四
二
町
五
段
'
島
津
庄
八
二
六
八

町
飴
と
言
ふ
蒐
大
在
班
ru
に
な
る
｡
之
は
島
津
庄
成
立
以
水
約
育
七
十
年
後
､
島
津
氏
下
向
常
初
の
現
状
で
あ
る
｡

雅
人
時
代
以
東
の
豪
族
､
囲
司
と
し
一,J
赴
任
し
､
土
着
し
て
地
名
を
冠
し
て
氏
と
せ
る
者
､
或
は
平
家
親
政
時
代
の

技
官
と
し
′TJ
凍
死
者
の
子
孫
等
が
盛
ん
に
耕
地
を
中
心
は
､

一
城
を
構

へ
て
割
接
し
た
が
'
島
津
民
雄
任
後
も
容
易

枇
耕
似
放
之
研
究

望

七

二
五



地

滅

罪
十
五
怨

妨
六
舵

竺
八

二
六

に
其
命
を
春
ぜ
ず
､
順
次
之
を
服
せ
し
め
て
外
戚
を
置
F
J､島
津
氏
親
ら
地
頭
を
任
命
す
る
に
及
び
､
既
に
龍

5,カ
外

戚
制
度
の
出
現
を
見
る
ほ
至
っ
た
｡
此
の
如
く
古
代
の
栄
藤
､
豪
族
の
割
嘘
地
と

｢麓
｣
の
位
置
は
晴
々
1
致
し
p

｢庶
｣
は
概
ね
古
代
よ
り
の
居
住
地
域
を
ら
し
rJ
と
む
物
語
っ
て
ゐ
る
｡

【
挑
】

lC
H
本
市
淋
時
代
出
物
発
見

地
裁
衷

他
見
比
史
郎
名
勝
天
然
記

念
物
調
教
報
せ
背
､
妨
二
帥

史
税
之
部

拘
今
林

後
紀
掛
倒
篠

仰
三
組
名
勝
例
(i=妨

l
冬

古
川
貞
洋
博
ii

･a
の
名
榊
特
に
lg
食
院
の
名
和
に
つ
い
て

雁
史
地
理
節
二
十
九
徐
第
六
批
村
朋
良
的

日
本
地
州
恐
料
日
向
之

邦

仰
地
久
相
川
帖

史
稚
鵜
盟

例
大
槻
修
加
畑地

牒
路
迎

火
坪
坪
内
誌

臼
本
地
拙
策
料

古
川
放
任
博
士

大
日
本
地
名
即
群

何
台
日
米
偲
棚
士

･fi
i園
側
庇
の
大
嬰

他
端
増

を

朗
四
島
津
托
'
そ
の
成
立
｡
増
大
･仕
入
北
に
伴
侶

大
谷
戟
軸
第
十
懲

(
ハ
)
軍
事
政
兼
と
農
の
分
布

外
戚
制
度
創
成
時
期
は
守
護
職
た
る
島
津
氏
薩
隅
旦

二
州
統

1
の
際
で
'
戦
乱
に

次
ぐ
ほ
戦
乱
を
以
て
し
､
外
城
の
意
義
も
対
内
的
で
あ
わ
'
且
つ
敦
も
賓
敬
に
伏
せ
ら
れ
ね
が
､
其
配
置
に
至
っ
て

は
末
だ
組
織
的
た
る
rJ
と
能
は
ぎ
-
L
は
言
ふ
迄
も
廉

い
｡
外
城
制
度
確
立
後
､
換
言
す
れ
ば
島
津
氏
の
封
土
が
薩

g
l
一州
と
日
州
譜
腺
郡
に
限
定
さ
れ

て以
後
の
外
戚
は
革
ろ
封
外
的
意
義
を
有
し
､
北
境
肥
後
の
細
川
､
祁
良
両
津

東
北
境
日
向
の
兼
良
餅
､
秋
月
箇
並
び
本
荘
の
天
領
､
東
壁
欧
肥
の
伊
東
藩
'
史
に
両
島
の
秋
月
領
､
此
等
に
封
す

る
防
禦
的
必
要
む
有
し
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
外
戚
の
中
心
勢
力
た
る

｢
聴
｣

の
分
布
を
見
る
ほ
常
っ
て
79
㌧
英
軍



邦
的
意
義
を
考

へ
ね
ば
な
ら
覆

い
｡

二
間
の
〝武
力
衝
突
h
l解
決
す
る
有
力
在
る
要
素
は
問
境
の
地
勢
､
人
口
の
多
少
と
其
分
布
状
態
､
並
び
に
物
資
供

給
能
力
如
何
を
翠
げ
程
る
｡
而
し
て
封
捷
時
代
の
平
両
的
戦
軍
は
在
っ
て
は
閣
境
の
地
勢
が
勝
敗
を
支
配
す
る
第

一

候
件
と
な
る
｡
高
峻
在
る
山
岳
を
以
て
閲
境
と
す
る
こ
と
が
如
何
に
戦
争
に
有
利
な
ら
し
か
､
梅
群
を
以
て
境
と
す

る
こ
と
が
如
何
に

l
問
の
周
防
h
=j安
全
に
導
き
し
か
は
強
ち
外
囲
は
例
を
求
る
迄
も
あ
る
ま

い
｡
九
州
島
の
南
端
を

占
め
て
p
東
西
に
走
る
標
高

1
千
米
内
外
の
囲
見
山
脈
を
以
て
細
川
'
相
良
両
膝
に
､
又
南
北
に
走
る
標
高
九
百
米
前

後
の
鰐
ノ擬
山
脈
を
以
て
伊
東
藩
に
境
L
p

更
に
陸
境
二
宮
二
十
二
粁
ほ
対
し
､
延
長
約
二
倍
飴
の
涯
岸
線
五
百
八

十
二
粁
､
両
も
潜
時
の
水
軍
を
以

てし
て
は
容
易
に
近
附
か
し
め
ざ
る
大
洋
を
南
方
は
控

へ
た
薩
藩
は
最
も
有
力
夜

圃
境
を
有
し
た
79
の
と
言

へ
る
｡
攻
防
雨
域
共
は
第

二

第
二
の
防
熱
線
及
び
軍
隊
を
集
中
し
縛
る
通
皆
を
根
接
地

を
必
要
と
す
る
が
'
内
部
の
地
形
は
此
鮎
は
於
で
も
頗
る
恵
れ
で
'
東
西
及
び
南
北
は
亘
る
山
脈
多
-
1
且
つ
賓
婁

河
川
は
概
ね
山
脈
の
走
向
に
従
以
'
殊
に
川
内
川
の
長
流
は
源
を
囲
兄
山
脈
の
東
北
隅
に
磯
L
t
或
は
粗
さ
渓
谷
を

刻
み
､
或
は
盆
地
を
閃

い
て
西
流
し
'
屈
強
の
防
無

線

と
な
っ

てゐ
る
｡
細
川
藩
に
封
す
る
第

一
防
熱
線
は
岡
見
山

脈
h
=LJ
以
て
し
､
出
水
平
野
､
大
日
盆
地
を
以
て
第

一
服
接
地
と
し
､
第
二
防
軸
線
は
出
水
山
脈
及
び
薩
隅
問
境
川
塊

第
二
根
接
地
は
川
内
川
下
流
地
域
及
び
新
川
下
流
平
野
を
以
て
骨
で
'
史
に
富
野
基
地
h
t節
三
防
禦
緑
に
､
而
し
て

此
見
島
本
城
を
絶
根
接
地
と
す
る
｡
相
良
藩
に
封
す
る
第

-i
防
無
線
は
閲
見
山
脈
東
部
､
第

一
根
接
地
は
川
内
川
上

流
断
層
地
帯
及
び
大
日
盆
地
､
姉
二
防
無
線
は
霧
島
山
塊
及
び
薩
隅
囲
境
目-
塊
'
第
二
根
接
地
は
新
川
下
流
平
野
と

し
､
虹
に
青
野
姦
地
を
第
三
防
禦
線
に
'
此
見
島
本
城
を
組
根
接
地
と
す
る
乙
と
前
者
は
同
じ
｡
叉
伊
東
藩
は
封
す

件
淋
斜
灘
之
脚
光

望
九

二
七



仙

】

お
小

鮮
十
五
篠

節

六

眺

望

0

二
八

る
第

7
防
御
誠

は
鰐
′塚
山
脈
を
以
て
し
､
都
城
盆
地
､

肝
属
平
野
を
第

一
根
接
地
と
す
る
｡

南
限
山
脈
を
以
て
第

二
防
御
露

は
､
新
川
下
流
平
野
監

那
二
収
痩
地
は
皆
で
､
定
は
第
三
防
無
線
及
び
線
状
接
地
は
前
二
者
の
場
各
同
様

で
あ
る
｡

捕
る
天
恵
的
地
形
に
射
し
､
其
戦
闘
員
配
躍
状
態
は
如
何
と
言
ふ
に
p
第

7
叔
接
地
出
水
平
野
に
は
出
水
を
主
と

し
､
高
尾
野
､
野
朋
の

｢
蕊
｣
を
之
に
配
し
､
大
日
盆
地
に
は
大
日
を
中
心
と
し
て
､
山
野
､
羽
月
'
馬
越
､
骨
木

の

｢庶
｣
を
配
し
'
共
は
肥
薩
の
二
大
認
撃
父
通
路
を
推
す
.
川
内
川
上
流
断
簡
地
帯
に
は
加
久
藤
､
飯
野
の
二
大

｢
庇
｣

を
置
き
､
之
隻

口
絵
､
青
田
､
梅
園
EF

小
林
､
野
尻
､
須
木
､
高
原
等
の

｢
麓
｣
を
皆
て
､
祁
良
港
に
具

へ
て
ゐ
る
｡
又
伊
東
藩
は
封
し
て
は
都
城
盆
地
は
都
城
､
高
城
､
末
吉
の

｢麓
L
aJ.
肝
属
平
野
は
志
布
志
の
｢
麓
｣

印

を
擢

dTJ､
配
す
る
に
勝
岡
､
山
之
口
､
財
部
､
於
山
､
大
崎
等
の

｢
麓
｣
を
以
て
し
､
夏
は
闘
外
四
外
城
'
高
岡
'

穐
任

､
倉
岡
､
綾
と
置
い
て
伊
東
藩
を
牽
制
す
る
と
共
に
北
部
の
鋲
と
す
る
｡
箪

嘉

接
地
川
内
川
下
流
に
は
宮
之

城
､
水
引
p
隈
之
城
を
主
と
し
て
穐
ES
p
山
崎
､
兼
郷
､
入
魂
､
樋
脇
'
高
江
等
を
配
し
,
新
川
下
流
平
野
に
は
図

分
､
加
治
木
､
蒲
誓

書

買

中
心
と
し
て
稲
山
､
敷
根
､
巣
山
'
溝
遊
､
山
田
等
豊

田
て
る
｡
而
し
て
庇
兇
島
本

城
を
衛
る
直
接
の
罫
と
し
て
は
市
凍
'
串
木
野
､
伊
集
院
､
伊
作
､
郡
山
､
青
田
を
置

き
,
後
詰
と
し
て
薩
隅
爾
牛

島
南
方
部
に
亘
-,h
て
加
世
里

南
方
､
頴
娃
､
山
川
､
指
宿
'
川
蓮
､
谷
山
'
大
根
占

､
小
根
占
､
佐
多
と
遊
軍
を

配
置
し
て
聖

杯
線
の
要
港
を
占
め
､
二
重

二
重
の
防
無
鞘
h
T張
る
.
此
等
は
･亦
閣
外
進
出
は
際
し
て
は
作
戦
叔
接
地

と
成
る
O
術
圃
防
の
姉

一
線
た
る
第

一
湛
接
地
に
は
常
に
武
勲
赫
々
た
る
武
豚
を
地
頭
に
､
第
二
根
接
地
に
は
島
津

糾

家
の
子
孫
を
濯

い
で
ゐ
る
｡
以
上
は
正
規
の
常
備
軍
で
あ
る
が
p

一
皮
急
鼻
の
早
打
至
れ
ば
直
に
第

一
､
讐

1
の
根



痩
地
に
向
以
兵
を
集
中
し
租
る
た
め
に
､
鹿
見
島
木
城
よ
-
幹
線
道
路
磯
達
し
'
各

｢
麓
｣
間
の
距
離
は
略
々
一
旦

乃
至
五
里
'｢麓
｣
は
交
通
線
の
要
地
を
占
め
､
支
線
道
路
亦
丘
陵
起
伏
を
縫
ふ
て
比
較
的
発
達
し
､
幹
線
道
路
に
至

っ
て
は
耀
体
制
行
は
れ
､
平
均
六
盟
毎
に
宿
場
を
設
け
､
囲
内
平
時
の
交
通
を
助
-
る
と
共
に
有
事
の
際
に
備

へ
で

の

ゐ
る
｡
第

一
防
無
線
'
即
ち
閥
境
に
は
'
細
川
藩
に
勤
し
で
は
野
間
闘
､
小
川
内
観
を
設
け
て
出
水
､
大
口
の
幹
線

道
路
を
衛
-
､
朝
良
港
に
封
し
て
は
､
球
磨
口
閥
を
設
け
､
伊
東
藩
に
封
し
て
は
夏
井
踊
'
八
郎
ケ
野
絢
､
寺
社
捕

捉
出
隅
を
設
け
て
侵
入
h
t膜
威
し
t
fd
は
日
向
路
を
経
て
匪
津
に
人
ら
ん
と
す
る
者
に
は
紙
屋
閥
､
去
川
捕
ほ
て
衛

る
｡
乾
に
各
間
道
に
は
蓮
賂
番
所
､
河
海
要
港
に
は
津
口
番
所
'
遠
見
番
所
､
彪
々
に
火
立
番
所
を
置

き
'
旅
人
を

ê,

検
索
し
､
幕
府
の
埜
制
た
る
耶
麻
数
信
者
は
勿
論
､
藤
津
の
禁
制
た
る

h
LE
宗
信
者
は

叫
歩
79
入
閣
を
許
さ
ぬ
｡
他

藩
の
間
諜
の
疑
あ
る
者
は
捕
縛
し
て
藩
臆
に
鳩
け
班
で
し
め
､
手
形
無
さ
者
は
閲
所
通
過
を
許
さ
ず
､
商
資
並
び
に

其
他
の
藤
川
あ
る
者
も
他
藩
よ
-
来
る
者
は
日
銀
と
栴
す
る

一
種
の
課
税
を
徴
し
､
津
口
番
所
に
で
は
貨
客
に
歩

.I

鈍
を
祝
し
､
努
め
‡
怖
外
人
の
出
入
む
忌
避
し
た
｡
期
の
如
-
闘
門
通
過
は
巌
を
極
め
'
入
間
す
る
79
Ⅲ
囲
す
る
能

は
ず
と
造
言
は
れ

で､
多
-
の
悪
童
劇
を
演
じ
て
ゐ
る
｡
上
述
の
L防
無
線
及
び
覗
接
地
を
安
城
に
臆
用
し
た
為
は
塾

旺
秀
昔
及
び
西
南
載
軍
の
-防
御
戦
､
並
び
に
肥
後
水
俣
攻
撃
､
伊
東
港
と
の
木
崎
原
合
戦
の
際
と
す
る
｡
秀
吉
軍
の

本
隊
は
妨

一
版
接
地
出
水
む
衝

い
て
p
海
岸
治
ひ
ほ
前
進
L
t
支
隊
は
大
口
'
加
久
藤
'
都
城
よ
-
人
ら
.
第
二
枚

接
地
川
内
川
下
流
川
内
町
附
近
ほ
て
島
津
家
の
降
伏
と
在
っ
た
｡
西
南
役
に
は

一
隊
は
大
口
､
加
久
藤
､
都
城
口
よ

り
新
川
下
流
平
野
に
入
-
i

.i
隊
は
出
水
口
よ
-
海
岸
を
通
っ
て
北
見
島
を
衝

い
て
ゐ
る
｡
水
俣
載
ほ
て
は
大
口
､

出
水
口
よ
与
攻
入
-
､
相
良
藩
の
援
革
は
基
右
翼
を
衝

い
て
薩
軍
側
の
勝
利
と
な
っ
た
｡
叉
木
植
原
合
戦
ほ
て
は
新

棟
諦
細
微
之
研
究

望

一

二

九



地

球

節
十
五
谷

節
六
非

望

二

三
〇

川
下
流
平
野
を
作
戦
地
と
し
て
新
川
h
t柳
-
'
大
口
'
出
水
方
面
の
兵
を
衆
め
､

一
拳
は
木
崎
原
を
衝

い
た
｡
其
他

薩
摩
､
大
隅
牛
島
の
遊
軍
は
常
る

｢茂
｣
を
見
る
79
､
要
港
或
は
谷
の
出
合
か
､
何
れ
に
す
る
も
交
通
線
の
要
所
を

占
め
て
ゐ
る
｡
期
の
如
-
高
峻
在
る
川
添
は
覆
は
れ
た
る
天
恵
の
地
形
を
利
し
て
僅
か
の
出
口
む
固
め
､
隣
藩
は
素

よ
み
穂
川
幕
府
は
封
し
て
も
宛
然

一
散
閥
を
な
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
宙
之
は
主
と
し
て
陸
戦
は
封

す
る
傭

へ
で
､
進
歩
せ
る
武
器
殊
に
張
力
在
る
水
軍
の
攻
撃
に
封
す
る
防
輿
は
蝕
む
考
慮
n
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
乙
と

は
蘭
英
城
中
に
放
け
る
周
寒
狼
狽
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
｡

峻
険
在
る
自
然
の
圃
境
と
､
二
軍

二
義
の
防
無
鞘
を
張
-
得
る
屈
強
の
地
形
に
占
癒
し
､
配
す
る
に
充
貸
せ
る
常

備
軍
を
以

てし
､
盤
然
た
る
道
路
網
を
布

い
た
薩
藩
が
最
79
苦
心
せ
る
79
の
は
､
第
三
の
要
素
た
る
軍
資
の
問
題
で

あ
る
｡
藩
の
財
源
は
多
-
農
業
に
求
め
た
が
､
何
も
水
田
の
面
積
は
僅
少
で
あ
ら
､
西
遊
酢
託
は

｢
畑
は
七
八
分
'

山
方
は
や
う
-
＼

二
三
分
の
欄
｣
と
あ
-
.
山
多
-
水
耕
の
利
は
乏
し
か
-
L
h
.見
る
可
-
'
藩
は
極
力
水
附
の
購

8

張

を
典
勘
し
た
｡
蕃
藩
時
代
に
開
塾
ru
れ
た
る
面
積
は
五
千
三
宮
十
七
町
歩
に
及
ぶ
｡
水
田
を
中
心
に
割
接
し
空
象

族
の
残
蕊
に
封
す
る
内
治
上
'
叉
有
事
の
際
粗
造
保
護
の
理
由
よ
か
､
主
在
る
耕
作
地
に
は
有
力
在
る
｢
密
｣
を
配
し

M

て
ゐ
る
rJ
と
も
注
目
は
催
す
る
｡
畑
の
作
物
と
し
て
は
穿
､
大
豆
､
甘
藷
等
の
栽
培
を
奨
脚
し
た
が
'
中
に
も
奔
作

面
積
の
壇
加
に
は
屡
々
禍
を
描
し
て
之
を
膿
倒
し
'
甘
藷
は
多
-
農
民
の
常
食
と
老
身
､
又
大
豆
は
味
噌
醸
造
用
と

し

て兼
正
典
望
月
約
に
併
用
せ
ら
れ
た
｡
n
れ
ば
抜
米
と
栴
し
て
米
の
港
外
輸
出
を
厳
蚤
に
取
締
る
と
北
ハほ
､
嘉
永

0

四
年
は
乱
軒
平
倉
を
各
地
に
設
け
二

足
の
米
穀
計
貯
減
せ
し
め
た
｡
湛
滞
人
の
粗
食
も
'
産
見
制
限
も
米
穀
の
不

足
よ
少
起
-
p
甘
藷
の
輸
入
も
之
に
誘
因
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
外
城
東
中
を
土
着
せ
し
め
た
の
も
素
よ
-
罪



防
の
目
的
は
依
る
が
､
又
自
給
自
足
を
王
機
と
せ
る
線
溶
政
策
で
も
あ
ら
う
｡
牧
畜
の
壁
勘
を
な
し
'
今
に
至
る
も

優
良
な
る
牛
馬
を
産
す
る
は
著
し
-
､
漏
山
野
'
長
嶋
野
'
市
凍
野
､
青
野
'
笠
山
野
等
大
小
十
有
飴
の
牧
場
を
有

し
､
通
昭
錬
第
七
巻
に
依
れ
ば
､
貿
暦
五
年
に
洞
内
の
牛
馬
数
､
馬
十
三
寓
千
七
百
九
十
疋
'
隼

-i
寓
千
六
官
五
十

疋
恕
数

へ
て
ゐ
る
｡

武
器
の
製
造
に
常
っ
て
は
'
古
凍
薩
摩
は
刀
匠
の
輩
出
,<打
以
て
知
ら
れ
'
其
材
料
は
関
内
の
串

木
野
､
川
ケ
野
菊
山
よ
-
金
銀
館
を
､
大
島
下
久
志
鉱
山
よ
-
銅
鋸
を
'
又
谷
山
館
山
よ
-
錫
鋸
を
得
て
其
需
要
を

sT

a

満
L
t
幕
末
に
及
人
で
は
反
射
姥
､
熔
鋸
塊
､
造
船
所
を
鹿
見
島
は
設
け
'
史
に
港
外
と
密
に
交
通
し
て
新
兵
兼
の

製
作
に
志
し
て
ゐ
る
｡
文
久
二
年
琉
球
迫
蟹
(
銅
償
)
の
鋳
造
も
名
を
琉
球
に
通
用
す
る
と
耕
し
て
ゐ
る
が
､
軍
用
金
.｣

に
皆
で
ん
が
薦
め
な
る
乙
と
は
明
か
な
こ
と
で
あ
る
.
披
米
､
按
鍵
'
出
馬
と
言
以
'
滞
是
と
し
て
米
､
銅
威
､(
午

叫

局
其
他
餓
砲
.
刀
釦
等
の
兵
器
粗
の
詐
外
輪
出
を
厳
禁
L
t
其
取
締
は
外
城
衆
中
の
蚤
要
を
る
公
務
と
ru
れ
て
ゐ
LJ

r証
】
lC
小
川
琢

治
棚
士

賊
辞
の
地
排
蝉
的
考
察

地
球
筋
十
1各
節
一
助
-
妨
十
四
各

節
五
紙

cq3[
三
関
名
勝
糊
付
節
沈
十
北
谷
o
例
文
久
"
1年
八
月
滞
抑
川
O
IC
伊
地

知
事
安

西
薄
日
粗
密

日
本
解
析
課
智
節
二
十
六
懲

都

城

轄

氾
列

朝
刑
舵
節
五
十
五
怨
O
何
列
朝
制
蛇
妨
七
怨

隆
雄
政
嬰
錐

通
昭
錬
節
七
怨

｡
QC
列
朝
刊
皮
節

1
塔
｡
仰
祇
昭
蝕
節
七
笹

岡
拙
…湖
畔
代
の
耕
地
的
淑
改
良
恥
菜
に
鮒
す
る
訓
査

盈
林
解
放
勝
村
｡
削
小
野
武

夫
博
士

轄
砧
兇
島
謙

ノ
門
割
判
舷
｡

10
誠
永
五
年
l,11
月
総
帥
舛
彬
手
讃
甘
平
倉
大
意
北
巌
考

11
本
朝
糾
怜
考
約
八
怨

小
川
球
綿
肺
士

九
州
刀
工
分
和
の
旅
故
地
規
的
忠
義

地
拭
鮮
八
各
節
四
-
正
統

12
舵
兇
砧
舷
弧
拙
宅
勝
天
然
記
念
物
調
教
軸
比
品
ト~

妨
二
抑
虹
仇
之
部
O
13

武
髄
長
平

所
前
文
迎
史
論

川
昼
光
次
郎

揃
閥
史
孤

郎
趨
晦

光
年
八
月
牛
塙
舵
札
の
沸
令

嬢

些
弄

五

月
牛
馬
枚
数
の
洋
介

陳
耕
鏑
故
之
研
究

望

｢1

二

..



地

球

節
十
五
怨

均
列
胡

榊

舵
望
ハ

十

二
懸
､
餅

六
十四
懲

離
滞
政
'*
錬

節
六
眺

望

脚

三

二

結

論

既
に
本
論
に
於
で

｢
麓
｣
の
意
義
を
明
か
ほ
し
､
其
兼
親
と
分
布
を
論
逃
し
た
｡
然
ら
ば
斯
る
特
異
の
丑
観
と
其

分
布
と
の
地
排
撃
的
敦
明
は
何
は
依
み
て
政
も
各
州
的
ほ
を
n
れ
程
べ
き
や
と
言
ふ
け
'
夫
は
直
接
或
は
間
接
に
自

然
人
文
両
方
面
の
現
象
が
此
の
解
決
HLJ典
ふ
る
も
の
と
瓜
ふ
｡

間
接
の
原
因
と
し
て
先
づ
拳
げ
得
べ

き
は
極
洋
領
の
地
相
的
偉
龍
で
あ
る
O
九
州
島
の
商
端
'
換
言
す
れ
ば
嘗
日

本
の
西
南
端
.IJb
任
し
､
西
陣
偏
境
の
地
と
し
て
民
部
省
式
に
は
遠
観
は
屈
し
､
中
図
は
班
す
る
｡
我
大
和
民
族
敬
群

の
地
と
し
て
本
邦
開
闘
史
上
重
要
な
役
割
を
洞
じ
た
が
､
我
柳
政
治
中
心
の
東
漸
と
典
に
次
第
に
中
央
文
化
よ
-
逮

ざ
か
-
.
其
影
響
里
卑
-
る
乙
と
極
め
て
薄
-
'
島
津
氏
領
有
以
来
六
育
八
給
有
飴
年
､
超
に

一
種
の
島
津
囲
家
'

島
津
文
化
を
現
出
し
碍
し
め
た
の
で
あ
る
｡
中
英
文
化
の
酉
漸
を
阻
害
L
Y
斯
る
島
津
圃
家
の
出
現
を
容
易
な
ら
し

め
た
他
の
重
要
な
る
原
因
は
本
地
城
の
地
形
で
あ
る
｡
標
高

JL
千
米
内
外
む
有
し

て北
境
は
連
る
閲
見
山
脈
､
九
育

米
計
前
後
し
て
兼
境
を
劃
す
る
解
′塚
山
脈
p

史
に
延
長
五
可
八
拾
式
肝
に
亘
る
梅
岸
線
は
以
て
即
想
的
の
図
頃
む

な
し
､
九
州
山
系
と
霧
島
火
山
帯
の
交
錯
は
益
々
其
地
形
を
複
郷
夜
ら
し
め
.
各
地
域
の
大
草
を
火
山
次
を
以
て
覆

以
'
た
め
は
雨
水
の
接
触
作
用
盛
に
行
は
れ
で
保
谷
を
刻
み
､
沖
積
平
野
の
馨
連
を
妨
げ
'
加
ふ
る
ほ
高
塩
多
韻
の

先
供
は
森
林
の
成
産
を
助
け
､
鼎
侯
ち
王
父
通
は

1
大
支
障
を
凍
し
た
.

直
接
の
原
因
と
し
て
畢
げ
る
も
の
は
即
ち
島
津
囲
家
の
革
新
政
策
で
あ
る
｡
農
FE
秀
音
の
た
め
其
封
土
を
減
ぜ
ら



れ
て
'
蔵
隅
ニ
ケ
問
､
並
び
は
日
向
諸
髄
郡
の
山
岳
来
県
と
し
て
樹
木
繁
茂
L
t
耕
地
に
乏
し
-
､
且
つ
地
味
椿
せ

た
る
地
域
を
以
て
L
t
多
数
の
武
士
を
擁
し
て
其
廃
置
に
窮
し
た
る
結
果
は
､
鎌
倉
幕
府
以
衆
の
地
頭
制
を
共
棲
採

用
漬
充
L
p

併
せ
て
育
代
の
屯
附
兵
制
を
施
行
せ
る
外
城
制
度
の
確
立
を
見
る
ほ
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

苗
に
於
で

｢庶
｣
は
軍
事
的
栄
藤
と
し

て､
城
第
と
掲
場
を
持
ち
､
防
無
上
の
要
地
を
責
め
て
.

一
種
の
都
市
計
蓬
の
下
に
格

村
の
形
態
を
凍
み
､
地
形
上
米
村
､
術
村
の
形
を
探
る
も
の
と
経
も
夫
々
格
付
同
様
の
機
能
を
有
し
､

一
々
の
家
屋

も
士
分
の
住
居
た
る
に
相
臆
し
-
､
且
つ
農
兵
た
る
の
職
能
を
果
し
得
る
や
う
に
特
異
の
形
態
と
磨
き
宅
地
を
備
え

生
魚
と
し
て

1
見
他
の
廉
民
階
級
の

｢
町
｣
｢
在
｣
｢捕
｣
の
衆
落
と
識
別
し
得
る
｡
其
分
布
に
至
っ
て
も
居
住
適
替

地
と
し
て
新
地
を
中
心
と
せ
る
古
楽
の
栄
藤
の
跡
に
位
す
る
は
勿
論
､
更
に
須
木
､
市
戊
の
如
-
山
岳
丘
陵
間
の
地

味
機
柳
に
し
て
居
佳
不
適
常
夜
る
地
に
79
戦
略
上
の
要
地
と
し
て
､
或
は
又
親
木
の
如
ぐ
銀
山
保
護
の
目
的
の
LJ
め

山
間
の
僻
地
に
配
置
せ
ら
れ
る
を
見
る
｡
分
布
の
位
置
は
軍
事
政
葉
上
の
原
因
を
第

一
義
と
考

へ
る
を
安
静
と
恩
ふ
｡

山
岳
韮
鼎
し
て
耕
地
に
乏
し
き
地
勢
に
順
臆
し
て
行
以
た
る
外
城
制
度
'
叉
木
地
域
の
地
班
的
位
置
と
地
形
は
銭
図

を
容
易
な
ら
し
め
て
'
中
央
文
化
の
民
衆
に
入
る
を
妨
げ
､
｢
根
小
屋
｣
｢
山
下
｣
の
衆
蕗
の
既
に
亡
び
去
っ
た
る
ほ

反
し
､
地
入
朝
輔
の
=州
法
誠
に
揮
熱
と
し
て

｢
就
｣
の
来
港
の
敬
達
を
促
し
､
舵
-
其
景
観
を
保
持
せ
し
め
た
の
で

あ
る
0

然
る
に
明
治
維
新
の
批
骨
塵
革
に
際
L
t
封
鍵
制
度
の
崩
壊
と
共
に

｢麓
｣
の
軍
事
的
意
義
は
失
は
れ
去
っ
た
｡

1

士
農
工
商
の
階
級
は
取
除
か
れ
た
｡
而
し
て
先
づ
土
地
の
蹄
属
を
決
L
t
地
租
改
iE
に
常
-
､
初
め
て
官
姓
の
土
地

所
有
椎
を
認
め
､
門
地
は
遊
民
に
'
又
土
地
私
有
の
資
質
を
具

へ
ね

｢麓
｣

士
族
の
土
地
は
英
機
所
有
を
静
め
て
未

練
藩
細

鶴
の
研
究

望

筑

≡
ニ



地

政

節
十

五

程

節

六
既

望

山小

三
別

々
地
券
を
交
附
し
､

他
方
従
来
門
地
よ
-
収
ひ
る
知
行
高
を
給
せ
ら
れ
た
士
族
に
封
し
て
は
金
銀
公
債
を
奥

へ
て
土

地
の
虞
分
を
了
し
た
｡

苗
に
於
て
士
族
の
資
力
盤
か
在
る
者
は
進
ん
で
土
地
を
買
占
め
'
父
商
業
を
潜
む
者
は
士
族
の
商
法
ほ
て
概
ね
失

敗
に
終
･Jl
､
給
典
さ
身1
た
る
金
銀
公
債
の
如

puも
失
ふ

て零
落
す
る
rJ
と
他
藩
の
士
族
と
壁
-
無

い
｡
又
｢
麓
｣
士
族

の

li
敏
的
傾
向
と
し
て
BTTT姓
と
共
に
親
ら
農
に
捉
ふ
む
耽
S
､
土
地
の
知
識
階
級
と
し
て
貴
衆
開
講
員
よ
-
村
骨
箱

日劇
に
至
る
名
聾
職
に
任
じ
､
或
は
教
員
､
巡
査
恕
志
し
て
酢
付
す
る
者
多
-
､
馬
め
に
束
富
の
如
き
人
口
の
著
し
く

減
少
す
る
朗
も
国
雄
た
｡
此
等
俸
給
塵
活
者
の
常
と
し
て
教
育
嵩
能
の
辞
に
旧
-
､
家
産
不
朝
腰
の
子
弟
教
育
は
遂

に
僅
か
の
E;
畑
を
も
褒
却
す
る
の
飴
儀
無

さ
ほ
禿
る
有
様
で
あ
る
｡
か
-
て
土
地
所
有
に
闘
し
て
灸
-
褒
状
を
見
る

能
は
ざ
る
に
至
っ
た
.
今
荷
士
族
尊
重
の
飴
風
を
遺
し
て
興
味
あ
る
も
の
は
'
地
租
改
正
の
際
の
奇
形
見
と
し
て
､

川

元
資
金
盃
歯
先
Lm
飲
倒
､
有
償
証
券
式
千
五
甘
飴
図
､
円
畑
宅
地
山
林
原
野
若
干
を
有
す
る
蒲
珪
士
族
の
酢
圃
法
人

蒲
生
士
族
共
有
配
の
布
衣
で
あ
る
｡

｢
麓
｣
の
地
排
的
位
置
は
尊
ら
防
輿
を
玉
髄
と
し

て'
城
第
の
山
麓
を
占
め
､
行
政
の
中
心
を
-
L
も
'
必
L
も
軽

妙
の
中
心
怒
ら
ざ
る
乙
と
は
既
に
説

い
た
が
､
封
建
制
度
崩
壊
し
'
問
民
経
鋳
制
度
聴
逢
せ
る
今
日
'
主
要
交
通
路

は

｢
懲
｣
の
位
置
を
離
れ
て
通
じ
'

｢就
｣
は
取
機
ru
机
で
金
-
士
族
の
居
住
地
と
し
て
の
み
奮
態
を
留
ひ
る
も
の

あ
㌔

空

尉
､
伊
作
'
新
城
の
如
き
其
例
で
あ
る
..
又
儀
藩
時
代
の
郷
名
は
多
く
は
共
棲
埠
じ
て
現
在
の
村
名
と
夜

か
､
薦
村
名
は
其
櫨
大
学
名
と
在
つ
た
が
､
士
族
の
勢
力
盛
ん
在
-
し
明
治
の
初
期
に
あ
っ
て
は
行
政
魔
な
る
村
役

場
の
所
衣
は

｢
麓
｣

に
置
か
れ
る
も
'
共
役
改
築
に
際
し
て
.
末
だ
士
塩
の
階
級
的
戚
情
の
残
れ
る
本
地
域
は
於
tJ



も
､
虹
は
組
酒
的
中
心
地
は
移
晒
す
る
は
発
っ
た
｡
試
み
に
菅
糖
地
域
の
有
と
同
じ

さ
も
の
ほ
て
町
村
役
場
の
位
置

敬
老
ふ
る
ほ
､
｢
麓
｣
と

一
致
せ
ざ
る
7>̂
の
大
学
名
中
拾
九
､
其
中
濃
近

｢
聴
｣
よ
り
他
に
移
晒
せ
る
も
の
参
'
之
を

小
字
名
中
に
考
ふ
れ
ば
｢
町
｣
｢在
｣
に
著
し
-
進
出
せ
る
を
見
る
｡

然

れ
ど
も
荷
大
多
数
の

｢
放
｣
は
新
興
主
要
来

港
の
状
幹
を
在
し
､
其
特
異
の
紫

観
計
J春
し
て
p
古
き
形
態
の
居
住
地
と
し
て
現
存
す
る
の
で
あ
る
｡

敵
役
は
箪
h
T澗
-
ほ
際
L
t
薩
藩
筒
音
拾
有
飴
の
地
方
は
瓦
-
て
､
同

一
景
観
の
下
に
分
布
す
る

｢
変
｣
在
る
軍

部
的
敦
蕗
は
我
開
架
小路
分
類
上
は
於
け
る

-i
特
異
型
を
な
す
7P
の
と
し
で
､
著
人
は
茄
に
麓
式
緊
群
の
存
在
を
提
唱

し
得
る
も
の
と
息
ふ
｡

【
批

】

糾

秋
純
虎
分
軌
末
略

小
野
純
米
博
士

粥
舵
..和
仏
離
ノ
門
刺
制
促

clC
純
妃
托

蝶

姶

良

榔

粥

銃

町

筑

後

川
三
角

洲
の

研
究

堀

米

次

緒

書

阿
蘇
火
山
群
に
源
を
聴
し
て
艇
椀
可
凹
十
灯
｡
有
明

梅
に
排
ぐ
九
州

-i
の
長
流
筑
横
川
は
､
極
め
て
長
さ
毘

霜
の
間
に
は
三
二
角
形
の
筑
紫
平
野
を
形
成
し
た
｡
此

銑
綾
川
三
角
洲
の
研
究

の
三
角
形
の
底
蓮
の
中
央
部
､
河
の
毎
に
注
ぐ
と
,J
ろ

に
馬
具
は
示
す
が
如
き
駅
形
の
デ
ル
タ
が
あ
る
｡
rJ
れ

が
即
ち
次
は
託
r
u止
しJ
す
る
大
野
島

で
あ
っ
て
'
此
の

瓢
の
土
憎
は
筑
後
に
其
の
下
髄
は
肥
前
に
所
属
す
る
の

望

七

三
五


